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展示貸出用標本： 
国立極地研究所の岩石資料室で所蔵する約２
万点の岩石試料のうち、国内での各種イベント、
博物館等での企画展示によく利用される標本約
200点余りをデータベース化して公開 
http://polaris.nipr.ac.jp/~geology/specimens/index_j.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岩石試料： 
第1次南極観測以来採集された南極の岩石・鉱物
試料、ならびにアフリカ、インド、スリランカなどの
岩石・鉱物試料あわせて約2万点を保管している。
これらの試料は、研究用としてだけでなく、展示用
標本としても広く活用されている。 
研究用としての岩石試料： 
国立極地研究所にある約２万点の試料に加えて、
大学などでも研究用に一時保管されている。天然
の地質や岩石の分布は多様・不均質であり、採取
する岩石試料は研究対象とする地質の一部を研
究者が意図を持って切り取ったもの（トリミング）。
野外での産状など付帯する情報が極めて重要で
ある。 
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岩石試料 - 野外採取から国内分析まで： 
     実験室での分析 ← 
      岩石薄片の観察 ← 
       岩石試料の採取 ← 
        露頭の産状観察 ← 
         野外の地質産状 
岩石薄片（顕微鏡観察） 
岩石試料 
露頭観察 露岩域の地質産状 
“岩石試料”は、
地質の一部を
研究のために
意図を持って
切り取ったもの
（トリミング） 
 
野外の産状など
付帯情報が重要 
（試料それだけ
では不十分） 
岩石試料に付随するデータ： 
採取地点情報（露岩名、地点番号、GPS座標、日時） 
岩石試料情報（岩石名（フィールド名）、野外観察） 
←→ 採取地点マップ、野帳記載、写真、スケッチ 
←→ 実験室での観察、分析データのフィードバック 
地形図 
地質図 航空写真 
NIPR岩石リポジトリ （研究用データベース） 
極域環境データサイエンスセンター（矢吹准教授）の 
支援を受けて、今年7月より先行公開開始 
https://ads.nipr.ac.jp/nrr/ 
（表示例） https://ads.nipr.ac.jp/nrr/ 
（表示例） https://ads.nipr.ac.jp/nrr/ 
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第1次南極観測以来採集された南極の岩石・鉱物試料、ならびにスリランカ、イ
ンド、アフリカなどの岩石・鉱物試料約2万点を保管しています。これらの試料は、
ゴンドワナ超大陸を形成していた大陸同士の地質対比、地殻・マントル物質の
研究材料として大変貴重です。また展示用標本としても広く活用されています。 
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